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今回扱うアニメ作品：空の青さを知る人よ 8 回目 

 

今回のテーマ 

きょうだいトラウマとエディプスコンプレックス 

はじめに 

 「空の青さを知る人よ」は、両親の突然の死という喪失体験に伴い、年の離れた姉妹であ

るあおいとあかねの関係が、本来の姉妹関係から親子関係（保護者と被保護者）へと変容し

ていく物語である。この過程で生じた姉妹間の情緒的葛藤は抑圧されたまま、あおいは成長

を続ける。 

 あおいが、高校 2 年生となり成人への移行期を迎えた中で、長年抑圧されてきた情緒的

葛藤が再浮上する。この変化の過程で生じる心理的葛藤、特にあおいの内面に芽生えるあか

ねへの競争心、劣等感、そして罪悪感は、まさにきょうだいトラウマの典型的な症状として

理解することができる。そこにあかねの元恋人である慎之介が帰郷し、今まで置き去りにし

てきた様々な感情と向き合うことになる。 

 今回、きょうだいトラウマとエディプスコンプレックスという概念を通して本作品で描

かれている、きょうだい関係の複雑さと、そこに生じる喪失からの離脱・再建の過程につい

て考察していきたい。 

 

今回のテーマ 

 

Ⅰ．きょうだいトラウマの理論 



 

Ⅱ．あおいの発達過程における退行と再挑戦 

 

Ⅲ．「しんの」の象徴的意味とエディプスコンプレックス 

 

Ⅳ．慎之介の喪失と都市での挫折 

 

Ⅴ．三者それぞれの「再生」の物語 

 

Ⅵ．まとめと「井の中の蛙」の多層的解釈 

  

 

 

Ⅰ．きょうだいトラウマの理論的背景 

1) きょうだいトラウマの 3 つの核心的特徴 

きょうだい間で生じる心理的混乱は、以下の 3 層構造で成り立っている。 



特徴 内容 心理的葛藤 

① 鏡 像 的 矛

盾 
自分と似た「分身」であり、同時に「別個体」。 「同一化」と「差異」の混乱 

② 排 除 の 恐

怖 
自分の居場所を奪われ、消去される感覚。 **存在消滅（死）**への不安 

③ 矛 盾 の 共

存 
愛する対象であると同時に、生存競争の敵。 愛着と殺意（攻撃性）の混在 

 

2) 「母の法」：水平的関係のルール 

ラカンの「父の法（垂直・言語的）」に対し、ミッチェルが提唱した「母の法（水平・原初

的）」を図解。 

【構造図：垂直から水平へ】 

• 父の法（垂直）: 社会的秩序・言語・ルール。 

• 母の法（水平）: 言語化以前の「共存」のルール。 

o 禁止の核心: 「新しいきょうだいへの殺意」の禁止。 

o 機能: 限られた愛を分かち合い、嫉妬と連帯を同居させる。 

 

3) 物語への接続：あおいの課題 

この理論を『空の青さを知る人よ』の文脈に当てはめると、以下の構図が浮かび上がる。 

• トラウマの再燃: 両親の死で封印されていた「きょうだいトラウマ」が、あおいの

自立（思春期）を機に噴出。 

• あおいの葛藤: 

o あかねを「母」として慕う反面、自分の人生を規定する「壁」として排除し

たい。 

o 自立することは、あかねという「居場所」を失う（＝排除の恐怖）ことでも

ある。 

 



 この物語は、両親の死によって抑圧されてきたきょうだいトラウマが、あおいの自立・独

立を契機に再び湧き起こり、その情緒的課題を巡って展開される物語である。 

 

Ⅱ．あおいの発達過程における退行と再挑戦 

 

映画『空の青さを知る人よ』の姉妹関係は、両親の死を境に劇的に変容した。幼少期のあお

いは、慎之介を巡る「対等なライバル」として姉・あかねとの居場所を確保しようとしたが、

両親の死により姉妹は「保護者と被保護者」という擬似的な親子関係に閉じ込められる。あ

かねが自己犠牲的に完璧な母性を体現したことは、あおいの生存を支えた一方で、彼女に

「姉には決して敵わない」という劣等感と、姉を束縛しているという深い罪悪感を植え付け

た。 

完璧な姉と比較され続ける日々は、あおいにとって自らの存在価値を否定され、心理的に

「消去」されるような根源的な不安を伴うものであった。彼女が抱く東京への執着や閉塞感

は、この自己否定から逃れるための躁的防衛といえる。 

そのような中、大人の姿の慎之介と、高校生の姿をした生き霊「しんの」が現れる。「しん

の」は、あの日三人が置き去りにした情緒的葛藤の具現化である。あかねが上京を断念した

際、あおいが抱いたはずの「姉から慎之介を奪いたい」という殺意にも似た嫉妬と、「それ

でも姉を独りにはできない」という愛。この激しい矛盾こそがミッチェルのいう「きょうだ

いトラウマ」の正体であり、物語は「しんの」との対峙を通じて、抑圧された水平的関係の

再構築へと向かっていくのである。 

 

 

 

Ⅲ．「しんの」の象徴的意味と三角関係の再構築 

 

１）「しんの」の心理学的機能 

 

生き霊「しんの」の出現は、あおいに真の心理的成熟を促す重要な転換点となる。精神分析

的視点では、しんのは「父的存在」、あかねは「母的存在」として機能し、あおいは二人の

間で長年回避してきたエディプス葛藤に向き合うことになる。 



特筆すべきは、「しんの」が現実の大人ではなく、過去から現れた「安全な」存在である点。

あおいは心理的リスクを抑えた状態で自らの感情を探求でき、その過程で「保護される妹」

から「愛する対象を持つ一人の女性」へと発達段階を移行させていく。「しんの」という媒

介があるからこそ、あおいはあかねとの関係を破綻させることなく、抑圧してきた対抗意識

や嫉妬を統合できる。 

 

あおいが「守られる子供」から「自立した女性」へ脱皮するためのシミュレーターとしての

役割 

• 家族的役割の投影: 

o あかね（母的存在）／ 慎之介（父的存在）／ あおい（子の立場） 

• 安全な心理実験: 

o 「過去の姿（しんの）」＝現実のリスクが低い相手。 

o 効果: 姉への罪悪感を抑えつつ、抑圧していた嫉妬や対抗心を「統合」でき

る。 

 

２）三角関係の再構築 

「しんの」の出現は、硬直していた姉妹関係に「健全な三角関係」を復活させる。あおいが

「しんの」への恋心を自覚し告白を決意したことは、姉に保護される「子ども」の立場を脱

し、慎之介を巡る一人の「競争者（女性）」として自立し始めたことを意味している。 

興味深いのは、あおいのこの積極性が、逆説的にあかねと慎之介の停滞していた関係をも動

かした点である。あおいの成長に触発されるように、あかねもまた「妹の保護者」という役

割から解放され、一人の女性として慎之介と向き合う契機を得る。 

 

【図式】 

「しんの」という第三者が介入することで、硬直した姉妹関係に流動性が生まれる。 

 

登場人物 変化のプロセス 結果 

あおい 姉への依存を捨て「一人の女性（競争者）」として自立。 脱・子供 

あかね 「妹の保護者」という役割から解放される。 一人の女性へ 

関係性 依存的な二者関係から、健全な三者関係（三角関係）へ。 関係の再始動 

 



 

３）「しんの」の緩衝的機能 

あおいが抱く「しんの」への恋心は、姉への申し訳なさや現在の安定した関係が壊れること

への不安といった複雑な葛藤を引き起こす。ここで「しんの」は「心理的緩衝装置」として

機能している。もしあおいが現実の慎之介に直接的な情動をぶつけていれば、姉との関係は

修復困難なほど激しく衝突した可能性がある。しかし、13 年前の姿である「しんの」は時

間的な距離という安全性を担保しており、あおいは心理的リスクを最小限に抑えながら、抑

圧してきた感情を安全に再体験できた。 

 

【図式】 

「しんの」が 13 年前の姿で現れたことの戦略的意義。 

• 心理的緩衝装置: 

o もし現実の慎之介なら: 姉との直接衝突・関係破綻の恐れ（高リスク）。 

o 「しんの」なら: 時間的距離があるため、感情を「安全に再体験」できる（低

リスク）。 

• 結論: 「しんの」は、現実の人間関係を壊さずにあおいの感情をデトックスさせる

ための**「安全な避難所」**である。 

 

Ⅳ．慎之介の喪失と都市での挫折 

 

１）理想化された記憶からの乖離 

 

比較項目 13 年前の「しんの」 現在の「慎之介」 

象徴 無限の可能性・希望 摩耗した現実・妥協 

音楽への姿勢 天下を取るという純粋な情熱 バックミュージシャンとしての生計 

あ か ね へ の 想

い 
共に未来を歩む「上昇」の原動力 喪失感と空虚（シングル 1 曲への固執） 

周囲の視点 理想化された「輝く青年」 物憂げで複雑な「中年の男」 

Ⅴ．三者それぞれの「再生」の物語 



 

1) 慎之介の再生：分裂した自己の統合 

「しんの（過去・理想）」と「慎之介（現在・妥協）」が衝突し、喪失を受け入れることで未

来へ向かうプロセス。 

【自己統合のメカニズム】 

• 分裂状態: 

o 過去の自分（しんの）: 純粋なあかねへの愛、上昇志向。 

o 現在の自分（慎之介）: 挫折、妥協、あかねを失った空虚感。 

• 喪の作業（ボウルビィの理論）: 

①無感覚・情緒的危機 ②怒りと否認 ③絶望と抑うつ ④離脱と再建 

「もうあの頃には戻れない」という現実を直視し、過去への執着を離脱。 

o 失った夢（天下を取る）ではなく、真の目的（あかねとの幸せ）に気づく再

建。 

 

2) あかねの再生：保護者から女性への回帰 

「母」という役割に封じ込めていた「一人の女性」としてのアイデンティティを取り戻すプ

ロセス。 

【役割の転換図】 

以前の状態（13 年間） 再生後の状態 

役割: 母親代わり（疑似母） 役割: 一人の女性・姉 

心理: あおいへの責任・献身 心理: 自己の幸福の追求 

抑圧: 恋愛感情・女性性の封印 解放: 慎之介への愛の再発見 

罪悪感: 自分が幸せ＝あおいへの裏切り 受容: あおいを「競争相手（女性）」と認める 

【再生のポイント】 

• エディプス葛藤のワークスルー: あおいを「守るべき子」から「恋のライバル（対等

な女性）」として認識することで、あかね自身も「女」に戻る許可を自分に出せた。

「（あおいが）可愛くなっていたでしょ」と、しんのに言ったセリフ 

• きょうだいトラウマの昇華: 抑圧していた嫉妬や競争心を表に出すことで、母子関

係から姉妹関係へとアップデートされた。 

 

3) あおいの再生：依存から自立への成長 



あおいが「しんの」との別れを経て、姉への複雑な葛藤を解消し、一人の自立した個人とし

て歩み出すプロセス。 

① きょうだいトラウマの克服と「競争」の受容 

「しんの」という安全なクッションを介して、姉との関係性を再定義している。 

• 抑圧の解放: あかねへの嫉妬や対抗心を「悪」ではなく、健全な「競争」として認め

られた。 

• 排除の恐怖からの脱却: 「自分がいると姉が不幸になる」という根源的な罪悪感（消

去される恐怖）から解放され、自分の居場所を確立した。 

② クライン派的視点：ポジションの移行 

自立という「喪失」を前にしたあおいの内面的な進化を図解 

段階 妄想・分裂ポジション（初期） 抑うつポジション（成熟） 

世界観 良い母（保護）と悪い母（束縛）の分裂 善悪を併せ持つ「丸ごとの他者」の受容 

防衛 秩父（現実）からの逃避、反抗 分離（自立）に伴う痛みの引き受け 

対 象 関

係 
姉に依存し、同時に支配（束縛）する 姉の幸せ（慎之介との愛）を祝福する 

結果 劣等感と罪悪感のループ 純粋な感謝と自立の両立 

③ 心理的自立の三段階 

あおいが「逃げ出したい秩父」から「自分の足で立つ場所」へと意識を変えるまでのステッ

プ。 

 

結論：あおいの「空の青さ」 

あおいにとっての「再生」とは、以下の統合を意味する。 

• 「しんの」への失恋: それは子供時代の自分との決別。 

• あかねへの感謝: 罪悪感（自分が姉を縛っている）を捨て、純粋な「ありがとう」を

言える強さを得たこと。 

• 自立: 物理的に秩父を出るかどうか以前に、**「姉の所有物ではない自分」**を確立

したこと。 

 

 

 

『しんの』と慎之介とあかねがあかねの車に乗って会話するシーン 



慎之介：あれ？こいつ、寝てんのか？ 

あかね：いいじゃない。頑張ってくれたんだもの 

慎之介：俺さ 

あかね：ん？ 

慎之介：俺、ちゃんと前に進んでんだと 

あかね：え？ 

慎之介：けど、まだ全部途中なんだ。途中だったって思い出した。だから…諦めたくねえん

だ。俺も… 

あかね：うん 

慎之介：だからお前のことも諦めない 

あかね：え？…ど… 

車は右折する 

あかね：三人でか…そっか…あおい…もうあの頃の私と同じくらいだったんだ。（そこで微

笑む） 

あかね：こんどツナマヨのおにぎりでも作ってみようかな。 

慎之介：え？…は…！な、なぁそれって（後ろを振り返るとしんの はいなくなっていた） 

あれ……。 

Ⅵ．まとめと「井の中の蛙」の多層的解釈 

 

「井の中の蛙」から見る成長の物語 

本作品における「井の中の蛙大海を知らず。されど空の青さを知る」というテーマは、「空

の青さを知る」きっかけとしての高校時代の「しんの」の出現を軸に、単なる個人の成長を

超えた関係性の成熟と再生の物語として理解することができる。 

 あおいとあかねは深い愛情で結ばれ、両親が亡くなっても、その不自由さを感じさせるこ

となく生活を続けることができた。しかし一方で、その生活の中で抑圧してきたものもあ

る。それがきょうだいトラウマであり、「しんの」をめぐるあおい、あかね、しんののエデ

ィプスコンプレックスであった。 

 具体的には、あおいは幼いが故に「しんの」とあかねの仲を引き裂こうとしてきたことへ

の罪責感、そして本当はあおい自身が「しんの」のことを好きであったがその思いを叶えら

れなかった複雑な感情を抱いていた。同時に、あかねはそのまっすぐな思い（それが「空の



青さ」なのだろう）をもったあおいの心に憧れを抱き、一方であおいは自分の思いを抑えな

がら、うまく周囲の人々と調和し、交流しているあかねへの羨ましさを感じていた。この相

互憧憬こそが、きょうだいトラウマの複雑さを物語っている。 

 あおいが成長するにつれ、これらの感情が抑えきれなくなり、あかねとの関係を井戸のよ

うに息苦しいと感じ、それを秩父の土地に投影するようになったのである。慎之介の帰郷に

より、これまで止まっていた時間が動き出し、このような状況の中での若き日の「しんの」

の出現は、これまで抑圧してきたきょうだいトラウマやエディプスコンプレックスに向き

合うきっかけとなったのである。 

 「しんの」とあおいが交流することで、あおいは幼き日に感じていた「しんの」とのロマ

ンティックな感情を持ちながらも、その思いを断念するというエディプスコンプレックス

を受け入れることができた。それゆえに、刹那的に「今いる場所から逃げ出そう」と上京し

てバンドで天下を取るという荒唐無稽な願望を捨て、エンディングで描かれたように現実

的な進学を考えるようになったのである。 

 

Ⅵ．おわりに 

 この物語が示しているのは、姉妹がそれぞれの「井戸」の中で培った真の価値である「空

の青さ」を再発見しながら、「大海」へと向かうということである。あおいはあかねとの絆

の深さと音楽への愛を、あかねは 13 年間の献身的な愛情と人間的成熟を、それぞれの「空

の青さ」として見出していく。 

 これは単なる個人の成長物語ではなく、姉妹の関係性そのものが成熟し、再生していく物

語として読み解くことができる。きょうだいトラウマやエディプスコンプレックスといっ

た心理的課題を乗り越えながら、それぞれが「井戸」の中で培った価値を統合し、より豊か

な関係性を築いていく過程が描かれているのである。 

 


